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1 はじめに ― 沖縄における航空移動の重要性 

沖縄県は、多くの離島を抱え、県民の生活、通院、通学、就労、家族との交流、観光などにおいて航

空交通が極めて重要な役割を担っています。特に、障害者や高齢者、発達障害・知的障害のある方、

意思疎通や環境への適応に困難を抱える方にとって、航空機を安心して利用できる環境を整えること

は、移動の自由と社会参加を保障する上で重要な課題です。 

そこで、航空機内の一部座席を、特別な配慮を必要とする旅客が利用しやすい「優先エリア（配慮

席）」として位置付けることを提案します。本提案は、障害者だけを特別扱いすることを目的とする

ものではありません。誰もが安心して航空機を利用できる環境を、社会全体で支える仕組みをつくる

ことを目的としています。 

2 なぜ「優先席」ではなく「優先エリア（配慮席）」なのか 

航空機内では、鉄道やバスのように自由に立ち上がったり、座席を移動したりすることが難しく、搭

乗から降機まで一定の時間、限られた空間で過ごすことになります。そのため、障害者等の中には、

座席そのものだけでなく、周囲の乗客や乗務員から理解・見守りを得やすい環境を必要とする方がい

ます。 

そこで、「障害者専用席」とするのではなく、機内の一部を「優先エリア（配慮席）」として設定

し、障害者、高齢者、妊産婦、けがをしている方、その他安全上・移動上の配慮を必要とする方が利

用しやすい仕組みとすることが考えられます。これにより、利用者の尊厳を守りながら、状況に応じ

た柔軟な運用が可能になります。 

3 最も重要なのは「心のバリアフリー」 

この提案で特に重視したいのは、座席を設置すること自体ではなく、その座席をきっかけとして「心

のバリアフリー」を機内に広げることです。 
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障害のある方の中には、外見からは障害や困難が分かりにくい方もいます。また、知的障害や発達障

害のある方の場合、長時間の待機、機内の音や環境の変化、予定変更などによって不安が強くなるこ

とがあります。その際に、周囲から「なぜ落ち着かないのか」「なぜ特別扱いされるのか」と受け止

められるのではなく、「困っていることがあるのかもしれない」「少し配慮すれば安心して利用でき

る」と理解してもらえることが大切です。 

「優先エリア（配慮席）」は、単なる座席の指定ではなく、乗客同士が互いの事情を理解し、必要な

場合には温かく見守るという社会的メッセージにもなります。航空会社、行政、利用者が一緒になっ

て心のバリアフリーを実践する場として、大きな意義があると考えます。 

4 想定される具体的な仕組み 

・ 機体後方など、航空会社が安全面・運航面を考慮して適切と判断した座席の一部を「優先エリ

ア（配慮席）」として設定する。 

・ 障害者、高齢者、妊産婦、けがをしている方など、特別な配慮を必要とする旅客が優先的に利

用できるようにする。 

・ 予約時や搭乗手続きの際に、利用者が希望を伝えやすい仕組みを整える。 

・ 周辺座席の旅客に対して、「配慮を必要とする方が利用する場合があります。ご理解とご協力

をお願いします」と分かりやすく案内する。 

・ 障害の特性や必要な配慮について、客室乗務員等への研修を充実させ、合理的配慮と心のバリ

アフリーを組み合わせる。 

5 「特別扱い」ではなく「参加しやすい環境づくり」 

優先エリアの設置に対して、「特定の人だけを優先するのは公平ではない」という意見が想定されま

す。しかし、重要なのは全員を同じように扱うことだけが公平なのではなく、個々の事情によって生

じる障壁を取り除き、実質的に誰もが社会参加できる環境を整えることです。 

例えば、車いす使用者にスロープを用意することを「特別扱い」と考えないのと同じように、航空機

内で特別な配慮を必要とする方が安心して過ごせる環境を用意することも、移動のバリアを取り除く

ための合理的な取り組みと考えることができます。 

6 沖縄から「心のバリアフリー」を発信する意義 
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沖縄では、離島を含め航空機が日常生活を支える重要な公共交通機関です。だからこそ、航空機を利

用する際に障害の有無にかかわらず互いに支え合う文化を育てることは、沖縄県全体の共生社会づく

りにもつながります。 

優先エリア（配慮席）は、大規模な設備改修を必ずしも伴わず、既存の座席配置や予約・案内方法を

工夫することから検討できます。まずはモデル的な運用を行い、利用実績や安全面、利用者の意見を

検証しながら改善していく方法も考えられます。 

7 沖縄分科会の委員の皆様にお願いしたいこと 

航空機内における障害者等への配慮について、航空会社だけの問題として捉えるのではなく、公共交

通のバリアフリー、合理的配慮、そして「心のバリアフリー」を実現するための社会的課題として検

討していただきたいと考えています。 

特に、①航空機内の一部座席を「優先エリア（配慮席）」として設ける可能性、②障害者等が安心し

て利用できる予約・搭乗・降機の仕組み、③周囲の乗客の理解を促す案内、④乗務員等への心のバリ

アフリー研修、⑤沖縄におけるモデル的な取り組みの可能性について、評価会議の場で議論・検討し

ていただくことをお願いします。 

8 おわりに 

「困っている人がいたら助ける」という個人の善意だけに頼るのではなく、「困っている人がいても

安心して利用できる仕組み」を社会として整えることが、これからのバリアフリーには必要です。 

航空機内の優先エリア（配慮席）は、そのための一つの具体的な方法です。座席という「ハード」の

整備に加えて、周囲の理解という「心のバリアフリー」を組み合わせることで、障害のある方もない

方も安心して航空機を利用できる社会につながります。 

沖縄という、航空交通が県民生活に不可欠な地域から、航空機内における「心のバリアフリー」の新

しいモデルを発信することには、大きな意義があると考えます。 






